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きかせて みなさんの夢
　　みなさんの未来に寄り添うまちに

３月定例会号
令和８年４月24日発行

No.177

議会だより

「深緑の松原湖」
撮影：小海小学校４年生（令和７年度）井出隆斗さん
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ように使われます
　
令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
４
日
か
ら
３
月
18
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
当
初
予
算

は
町
長
選
挙
の
関
係
で
骨
格
予
算
と
な
り
ま
し
た
が
、
２
日
間
に
わ
た
る
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
慎
重
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

令和８年度一般会計当初予算 43億8,000万円
前年度対比11％減

■一般会計（賛成多数で可決）

■特別会計（全員賛成で可決）

内訳 令和８年度
当初予算

構成割合
（%）

対前年度当初予算

増 減 額 増減率（%）

一般会計総額 43億8,000万円 △5億3,900万円 △11.0

・議会費 7,538万円 1.7 227万円 3.1

・総務費 7億1,674万円 16.4 △2億4,161万円 △25.2

・民生費 11億1,796万円 25.5 △1億9,418万円 △14.8

・衛生費 3億9,875万円 9.1 1,849万円 4.9

・農林水産費 2億1,013万円 4.8 1,163万円 5.9

・商工費 4億5,454万円 10.4 1,895万円 4.4

・土木費 2億6,997万円 6.2 △9,690万円 △26.4

・消防費 1億7,888万円 4.1 △2,917万円 △14.0

・教育費 5億926万円 11.6 △384万円 △0.7

・災害復旧費 900万円 0.2 0万円 -

・公債費 4億3,438万円 9.9 △2,464万円 △5.4

・予備費 500万円 0.1 0万円 -

会計名 令和８年度
当初予算

対前年度当初予算

増 減 額 増減率（%）

国民健康保険 5億528万円 △1,425万円 △2.7

介護保険 7億3,762万円 1,043万円 1.4

後期高齢者医療 1億219万円 804万円 8.5
簡易水道
（収益的収入） 9,882万円 327万円 3.4
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町のお金はこの
令和8年度主な重点事業

主な歳入予算額

総 務 費
●�マイクロバス更新

●�70周年記念事業

●�小海駅、アルル施設修繕

1,400万円

418万円

675万円

大型バスの老朽化に伴い、新しいマイクロバ
スが購入されます。

町政施行70周年を記念した事業が行われます。

施設の老朽化に伴い修繕されます。

民 生 費
●�こども家庭センター

3,699万円
子育てに困難を抱える世帯に対する包括的な
支援が行われます。

民 生 費
●�重層的支援体制整備事業

1,000万円
町民の複合・複雑化した支援ニーズに対応す
る包括的な支援体制を整備するため、社会福
祉協議会へ委託されます。

農 林 水 産 費
●�ワイン用ぶどう産地形成事業

3,068万円
新たな町の特産品開発を目指して、ワイン用
ぶどうの産地化を進めます。

衛 生 費
●�長寿命化計画策定事業

416万円
町営住宅の長寿命化計画が策定されます。

教 育 費
●�心理コーディネーター配置

317万円
多様煩雑化する児童の支援ニーズに対応する
ため、小海小学校へ心理コーディネーターが
配置されます。

町 税
町民税や固定資産税
等の税金

6億26万円
構成割合 (13.7%)

地 方 交 付 税
行政運営に国から交
付されるお金

20億1,200万円
構成割合 (45.9%)

国・県 支 出 金
国・県が負担するお
金

3億7,449万円
構成割合 (8.5%)

町債（町の借金）
主に建設事業に充てる
ために借り入れるお金

2億5,900万円
構成割合 (5.9%)

●�児童館外構工事
5,447万円

小海なかよし児童館の増築工事に伴い、駐車
場等の外構工事が行われます。
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こんなことが決まりました
　
諮
問
２
件
、
人
事
案
２
件
、
事
件
議
決
案
１
件
、
条
例
案
２
件
、
条
例
改
正
案
４
件
、
当
初

予
算
案
５
件
、
補
正
予
算
案
３
件
、
追
加
議
案
と
し
て
人
事
案
１
件
、
事
件
議
決
案
２
件
、
補

正
予
算
案
１
件
の
合
計
23
件
で
審
議
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
の
案
件
が
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
６
名
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
、
町
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

令和７年度一般会計補正予算（第９号）賛成多数で可決

4,403万円を減額　総額55億2,159万円
【歳出の主なもの】

●総務費	 △4,322万円
●民生費	 △1,758万円
●農林水産費	 △2,197万円
●土木費	 242万円
●教育費	 △2,232万円
●予備費	 7,509万円

【財源の主なもの】
●地方消費税交付金	 1,076万円
●地方交付税	 1億368万円
●財産収入	 △2,400万円
●繰入金	 △1億2,330万円
●諸収入	 1,337万円
●町債	 △3,060万円

　

嶋
田
琴
二
氏
（
本
間
下
）
と
堀
込
久

美
子
氏
（
馬
流
）
の
２
名
が
諮
問
さ
れ
、

全
員
賛
成
で
答
申
し
ま
し
た
。

　

黒
澤
喜
久
雄
氏
（
芦
谷
）
と
鷹
野
憲

一
郎
氏
（
松
原
）
が
全
員
賛
成
で
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

　　

工
事
内
容
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

　

い
ず
れ
も
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
」
の
創
設
に
伴
い
、
条
例
整
備
を
行

諮
問

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
同
意
に
つ
い
て

防
災
行
政
無
線
施
設
改
修
工
事
請

負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

小
海
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

小
海
町
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

人
事
案

事
件
議
決

条
例
改
正

令和７年度  特別会計補正予算　いずれも全員賛成で可決

令和８年度 一般会計補正予算（第1号）　全員賛成で可決

国民健康保険事業（第2号）	 851万円を減額　総額5億801万円
介護保険事業（第５号）	 3,017万円を減額　総額7億2,206万円

1,765万円を増額　総額43億9,765万円
【歳出の主なもの】

●総務費	 1,765万円
【財源の主なもの】

●地方交付税	 1,765万円

＜追加議案＞



的
埜
美
香
子

第１回定例会で賛否が分かれた議案
中
村 

佳
太

小
池 

喜
昭

菊
池 

一
巳

小
池
今
朝
之

渡
邊 

晃
子

鷹
野 

文
則

古
谷 

恒
晴

井
出 

和
人

渡
辺

　均

篠
原 

哲
雄

議

長

職

黒
澤 

敦
史

（○は賛成　×は反対）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ×

令和８年度小海町一般会計予算につ
いて

令和７年度小海町一般会計補正予算
（第９号）について

建設工事請負契約の変更について
（小海なかよし児童館）

（議員氏名）

（議案名等）
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3月議会第1回定例会で
う
も
の
で
す
。

　
　
　
　

い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可
決

　

そ
れ
ぞ
れ
館
長
の
定
義
を
会
計
年
度

任
用
職
員
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
改

め
、
対
応
の
柔
軟
性
を
加
味
し
た
改
正

で
す
。

　
　
　
　

い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可
決

　

国
の
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
を
課
税
す

る
た
め
の
改
正
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

　

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
令
和

６
～
８
年
度
）
の
事
業
運
営
が
、
令
和

７
年
度
税
制
改
正
の
影
響
を
受
け
な
い

よ
う
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

小
海
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
北
牧

楽
集
館
」
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

小
海
町
図
書
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

小
海
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

小
海
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
追
加
議
案
）

　

「
過
疎
法
」
に
基
づ
き
策
定
す
る
、

令
和
８
～
12
年
度
の
５
年
間
の
総
合
的

な
地
域
振
興
計
画
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

　

小
海
な
か
よ
し
児
童
館
増
築
工
事
の

工
期
を
、
令
和
８
年
７
月
31
日
ま
で
に

変
更
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

　

吉
澤
君
雄
氏
（
卒
道
）
が
全
員
賛
成

で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

小
海
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
の
策
定
に
つ
い
て

副
町
長
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

事
件
議
決

人
事
案

建
設
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い

て

●
令
和
8
年
度
の
予
算
説
明
資

料
に
つ
い
て
、
新
規
事
業
の

説
明
が
不
足
し
て
い
る
の
で

し
っ
か
り
と
し
た
説
明
標
記

と
さ
れ
た
い
。

○
町
長

　わ
か
り
や
す
い
資
料
の
作
成

に
努
め
、
特
に
新
規
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
内
容

の
詳
細
説
明
を
加
え
て
ま
い

り
ま
す
。

●
新
規
制
度
の
導
入
や
施
設
整

備
に
当
た
っ
て
は
、
目
的
達

成
に
向
け
適
切
な
人
的
配
置

に
配
慮
さ
れ
た
い
。

○
町
長

　実
際
の
運
営
が
安
全
か
つ
円

滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
適
切

な
人
的
配
置
に
つ
い
て
十
分

配
慮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

様
々
な
状
況
に
応
じ
た
丁
寧

な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
の

で
、
現
場
の
実
情
も
踏
ま
え

た
体
制
作
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会
か
ら
の
要
望
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議案質疑

一
般
形
乳
幼
児
等
通
園
支
援
の
余
裕
型
活

用
と
活
用
型
乳
幼
児
に
つ
い
て
、
ど
う
違

う
の
か
。
場
所
は
ど
こ
か
？

特
定
乳
幼
児
の
特
定
と
は
？

千
代
里
牧
場
の
入
牧
農
家
数
と
放
牧
頭
数

の
詳
細
は
？

小
学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減
交
付
金(

国
・

県)

が
来
る
が
、
原
材
料
費
で
ど
れ
ぐ
ら
い

不
足
す
る
の
か
？

小
海
町
乳
幼
児
通
園
支
援
事
業
の
設
置
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
関
係

小
海
町
特
定
乳
幼
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

公
的
病
院
の
特
別
交
付
金
の
補
助
金
の
増

額
は
？

馬
流
の
旧
農
協
の
倉
庫
跡
地
を
町
営
住
宅

に
活
用
を
検
討
し
て
い
く
の
か
？

猟
友
会
員
確
保
の
為
に
駆
除
に
係
る
諸

経
費
等
の
補
助
の
増
額
を
要
望
し
ま
し
た

が
、
今
回
の
予
算
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い

が
？

AAA A

AAA

�

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
の
補
助
額
の
予
算
算
出

根
拠
と
な
る
令
和
7
年
度
の
定
期
接
種
及
び

任
意
接
種
の
見
込
み
者
数
と
、
任
意
接
種
の

拡
充
と
補
助
額
の
増
額
は
？

QA

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
算
出
し
計
上
し
ま

し
た
。
ま
た
、
任
意
接
種
の
拡
充
と
補
助
増

額
等
に
つ
い
て
は
、
当
面
定
期
接
種
を
優
先

に
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
般
型
は
普
通
の
公
立
保
育
園
、
余
裕
型
は

公
立
以
外
の
幼
稚
園
や
保
育
園
。
場
所
に
つ

い
て
は
児
童
館
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

公
立
保
育
園
以
外
の
認
定
保
育
園
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
乳
幼
児
な
ど
を
さ
し
ま
す
。

肉
牛
の
畜
産
農
家
が
入
牧
し
て
お
り
、
入
牧

農
家
数
は
町
内
２
件
、
町
外
１
件
。
放
牧
頭

数
は
町
内
41
頭
、
町
外
18
頭
。
な
お
、
乳
牛

に
つ
い
て
は
北
海
道
へ
放
牧
し
て
い
ま
す
。

月
当
た
り
5,
2
0
0
円
一
食
当
た
り
約
260
円
の

交
付
金
、
給
食
費
は
一
食
当
た
り
380
円
で
す
の

で
そ
の
差
額
（
120
円
）
は
従
前
通
り
一
般
財
源

で
予
算
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

現
在
南
部
１
町
４
村
で
協
議
中
で
、
増
額
の

方
向
で
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

町
有
地
の
た
め
、
そ
ち
ら
へ
の
移
転
と
い
う

こ
と
も
検
討
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
緊
急
銃
猟
を
行
な
わ
な
い
と
判
断
し
ま

し
た
。
ま
た
、
諸
経
費
へ
の
補
助
は
猟
友
会
と

の
協
議
の
中
で
予
算
化
を
検
討
し
た
い
。

QQQ Q

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
金
が
減
っ
て
い
る
が
今

後
の
考
え
は
？

A

本
年
度
の
申
請
が
1
件
だ
っ
た
た
め
で
す
。

た
だ
、
新
し
い
事
業
を
始
め
た
い
と
い
う
方
に

は
利
用
し
や
す
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

住
民
へ
の
周
知
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

Q

児
童
館
の
外
構
工
事
は
本
体
工
事
と
合
わ

せ
て
早
期
に
完
了
で
き
る
の
か
？

A

７
月
末
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

QQQQ

ア
ル
ル
の
女
子
ト
イ
レ
の
故
障
に
よ
る
修
繕
と

い
う
事
で
す
が
、
ト
イ
レ
の
課
題
が
ず
っ
と
あ

る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
？

ア
ル
ル
内
カ
フ
ェ
は
ど
う
な
る
の
か
？

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
1,
0
0
0
万

円
の
中
身
は
？

結
婚
推
進
事
業
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

移
管
に
つ
い
て
説
明
を
？

AAAA

今
の
造
り
の
も
の
を
も
っ
と
広
く
す
る
と
躯
体

に
関
わ
る
こ
と
で
困
難
が
あ
る
事
か
ら
、
当
面

は
修
繕
し
て
使
用
し
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
へ
の
貸
し
出
し
や
、

障
が
い
者
等
の
働
け
る
場
所
と
考
え
て
い
き

た
い
で
す
。

様
々
な
問
題
や
課
題
を
抱
え
て
い
る
方
を
対

象
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口
と
な
っ
て

関
連
組
織
と
連
携
し
な
が
ら
、
総
合
的
に
支

援
を
し
て
い
き
ま
す
。

白
樺
結
婚
相
談
会
は
、
令
和
8
年
度
以
降
佐

久
穂
町
と
小
海
町
だ
け
と
な
り
ま
す
。
佐
久

穂
町
と
同
様
に
事
業
主
体
を
社
会
福
祉
協
議

会
へ
移
管
し
ま
す
。

QQQQ
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議案質疑

町
政
70
周
年
記
念
事
業
の
大
ま
か
な
内
容

と
時
期
は
？

令
和
７
年
度
補
正
予
算
第
９
号
関
係

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
の
設
置
費
用
の
内
容

は
？

教
育
扶
助
対
象
に
な
る
児
童
生
徒
数
は
？

学
校
心
理
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
は
？

A AAA

式
典
が
メ
イ
ン
に
な
り
ま
す
。
時
期
的
に
は
、

第
1
候
補
が
10
月
第
1
週
日
曜
日
、
第
2
候

補
が
9
月
末
の
日
曜
日
で
す
。
町
の
紹
介
ビ

デ
オ
や
70
周
年
の
記
念
の
ロ
ゴ
を
募
集
し
、

子
供
た
ち
も
楽
し
め
る
よ
う
な
事
も
考
え
て

い
き
ま
す
。

小
学
校
は
通
級
教
室
が
佐
久
穂
小
学
校
と
南

牧
小
学
校
に
あ
り
、
中
学
校
は
本
校
が
中
込

中
学
校
で
、
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
が
佐
久
穂
中

学
校
に
あ
り
ま
す
。
佐
久
穂
中
学
校
に
通
う

生
徒
が
増
え
て
き
た
の
で
、
令
和
8
年
度
か

ら
佐
久
穂
中
学
校
を
本
校
と
し
、
サ
テ
ラ
イ

ト
教
室
と
し
て
南
牧
中
学
校
に
新
た
に
設
置

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
費
用
の
分

担
金
で
す
。

就
学
援
助
費
6
名
、
特
別
支
援
9
名
で
す
。

家
族
へ
の
支
援
、
先
生
方
へ
の
支
援
も
含
め

大
学
の
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
特
任
教
授
に
委

託
す
る
も
の
で
す
。
回
数
は
週
1
回
、
年
間

で
48
回
程
度
で
す
。

Q QQQ

討論があった議案
〇令和８年度一般会計予算関係

ワイン特産化の予算は、成果が見込みにくいこと、児童館建設では、予算や工期延長などで議会軽視が顕著であること、分院
支援の金額や大義が示されていないことなど多々問題があり反対します。（渡辺均議員）
財政調整基金繰入は、緊急時の財政を安定させるものであるはず。当初からの恒常的な事業への繰入が常態化すると放漫財政
をまねくので控えるべき。
地域おこし協力隊について、本来の目的から逸脱している部分が目立つ。土台が出来ていない事業への丸投げや人材不足の穴
埋め対応は改めるべき。町民に分かるような事業報告会を開いていただきたい。
直営事業の赤字について、今後指定管理も含めた民間への移行の検討を。
こども家庭センター新設に当たり、町民へのサービス低下につながらないよう、しっかりとした体制づくりを。（的埜美香子議員）

反対

賛成

〇令和７年度一般会計補正予算（第９号）関係
補正の頻度が多く、一般会計を主とする予算の在り方を逸脱していること、緊急性を要件とする予算でありながら、計上して
おきながら全く使われない予算があり、場当たり的な補正予算は認められません。（渡辺均議員）
児童館の増設にあたって、二転三転の動きは今の町政運営の現れである。必要性や中身の議論を抜きに精査しないまま、建設
ありきで進めた結果だ。開墾ドリームやＪクレジットの皆減も同じ事が言える。多くの町民の意見を聞く姿勢や立ち止まって
見直す姿勢が欠けている。反省がなければ再発防止につながらない。（的埜美香子議員）

反対

反対

◉議案質疑の中で、協力隊の活動内容について質疑があり、詳細を提出
　してもらいました。

活動内容 任期（最長３年間）
1 憩うまちこうみ（㈱MIYAMOTO委託） 令和４年６月１日～
2 多文化共生 令和６年５月１日～
3 ワイン用ブドウ 令和６年５月１日～
4 空き家対策 令和７年７月１日～
5 憩うまちこうみ（㈱MIYAMOTO委託） 令和７年９月１日～
6 駅カフェ 令和７年 10月１日～令和８年３月 31日
7 ワイン用ブドウ 令和 8年４月１日～（予定）
8 小海駅 令和８年４月１日～（予定）



一 般 質 問

６名の議員が町政を問いました

〇一般質問とは
　定例会において、議員が町の施策の状況や方針などについて、報告、説明
を求めたり質問することをいいます。

9ページ　選挙の公正性と信頼性の確保に向けて ……………… 黒澤　敦史
10ページ　安心安全面対策のその後は …………………………… 小池　喜昭
11ページ　高齢者終身サポート事業について …………………… 菊池　一巳
12ページ　温泉に民間の経営ノウハウが必要ではないか ……… 的埜美香子
13ページ　福祉住宅には地元木材などの活用に配慮を ………… 渡辺　　均
14ページ　保育料完全無償化は …………………………………… 渡邊　晃子 

YouTube配信QRコード

●ご不明な点は議員にお尋ねください。また正式な記録は
　町ホームページにある会議録でご覧ください。
●YouTubeで動画を視聴できますので、是非ご覧ください。
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維
持
の
観
点
か
ら
、
そ
の
必
要
性

は
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、
現
時

点
で
具
体
的
な
計
画
は
あ
り
ま
せ

ん
。
空
き
家
バ
ン
ク
や
遊
休
地
の

活
用
を
進
め
な
が
ら
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
住
宅
施
策
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
選
挙
は
民
主
主
義
の
根
幹
で

あ
り
、
そ
の
公
正
性
と
信
頼
性
の

確
保
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

制
度
が
適
正
に
運
用
さ
れ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
住
民
が
安
心
し
て

投
票
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
違
法
行

為
等
に
対
応
す
る
た
め
社
会
全
体

で
本
人
確
認
の
厳
格
化
が
進
む
中
、

な
り
す
ま
し
・
二
重
投
票
の
未
然

防
止
の
た
め
の
投
票
所
で
の
本
人

確
認
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
町
は

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

問

成
か
ら
３
年
が
経
過
す
る
中
で
販

売
状
況
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
住
宅

需
要
は
長
期
的
視
点
も
必
要
と
考

え
ま
す
が
、
今
後
の
方
針
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

全
37
区
画
の
う
ち
７

区
画
が
契
約
済
み
で
、
販
売
状
況

は
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
原
因

と
し
て
は
人
口
減
少
や
建
築
費
の

高
騰
が
考
え
ら
れ
、
今
後
は
子
育

て
支
援
制
度
の
周
知
や
町
の
魅
力

発
信
を
強
化
し
、
購
入
希
望
者
へ

の
情
報
提
供
を
進
め
る
方
針
で
す
。

あ
わ
せ
て
、
短
期
的
な
販
売
促
進

だ
け
で
な
く
、
将
来
需
要
も
見
据

え
た
長
期
的
視
点
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
　
人
口
減
少
が
進
む
中
、
住
宅

政
策
は
一
か
所
に
集
中
す
る
だ
け

で
な
く
、
各
集
落
に
小
規
模
な
分

譲
地
を
整
備
す
る
な
ど
、
地
域
に

根
ざ
し
た
取
り
組
み
も
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
空
き
家
や
遊

休
地
の
活
用
も
含
め
た
今
後
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

総
務
課
長

問総
務
課
長

　
　
　
　
　

投
票
所
で
は
入
場
券

と
選
挙
人
名
簿
の
照
合
に
よ
り
受

付
を
行
い
、
入
場
券
が
な
い
場
合

も
本
人
確
認
書
類
や
口
頭
確
認
で

対
応
し
て
い
ま
す
。
期
日
前
投
票

で
は
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
二
重
投
票

を
防
止
し
、
当
日
は
名
簿
確
認
と

複
数
人
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
で

対
応
し
て
い
ま
す
。
現
行
制
度
は

適
正
に
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

課
題
認
識
も
あ
り
、
今
後
も
公
正

性
と
利
便
性
の
両
立
に
努
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
村
上
団
地
は
人
口
減
少
対
策

と
し
て
重
要
な
施
策
で
す
が
、
造

総
務
課
長

問

問

答

選挙の公正性と信頼性の確保に向けて

総務課長　現行制度の適正運用と改善に努めていきます

黒
くろさ わ

澤　敦
あ つ し

史議員

問

村上団地

投
票
所
に
お
け
る
本
人
確

認
の
あ
り
方
に
つ
い
て

村
上
団
地
の
現
状
と
今
後 
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問

答

安心安全面対策のその後は

産業建設課長　夜間の安全性のために街灯設置を計画中です

小
こ い け

池　喜
よしあ き

昭議員

　
　
夜
間
、
安
心
・
安
全
の
た
め

に
松
原
湖
駅
か
ら
国
道

141
号
ま
で

の
歩
道
や
国
道
松
原
湖
入
口
交
差

点
付
近
の
街
灯
設
置
に
つ
い
て
、

そ
の
後
検
討
さ
れ
ま
し
た
結
果
を

お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
の
釣
鐘
型

と
は
異
な
り
ま
す
が
、
観
光
地
の
入

り
口
に
ふ
さ
わ
し
い
デ
ザ
イ
ン
的
な

街
灯
を
松
原
湖
駅
か
ら
国
道
ま
で
の

歩
道
に
設
置
す
る
予
定
で
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

是
非
、
次
期
に
は
国

問産
業
建
設
課
長

道
141
号
松
原
湖
入
口
交
差
点
付
近

の
街
灯
設
置
の
計
画
も
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
　

令
和
７
年
度
に
２
台
の
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
予
定
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
実
績
及
び
令
和
８
年

度
の
設
置
計
画
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

令
和
７
年
度
は
防
犯

対
策
と
し
て
、
役
場
の
出
入
り
口

と
駐
車
場
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
て
、
役
場
来
庁
者
の
安
心
に
繋

が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

令
和
８
年
度
以
降
も
各
行
政
区
か

問総
務
課
長

ら
の
要
望
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
防

犯
カ
メ
ラ
を
増
設
し
て
防
犯
対
策

の
充
実
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
　
八
那
池
区
長
さ
ん
か
ら
も
要

望
し
て
お
り
ま
す
が
、
集
落
内
の

町
道
日
向
線
や
農
道
十
二
線
の
道

路
状
況
の
把
握
及
び
今
後
の
改
修

計
画
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

道
路
の
修
繕
は

八
那
池
地
区
だ
け
で
な
く
各
地
区
か

ら
要
望
を
頂
き
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

全
地
区
す
ぐ
に
工
事
が
出
来
な
く
申

し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
八
那

池
地
区
は
表
層
だ
け
の
補
修
で
な
く

凍
上
抑
制
層
を
視
野
に
入
れ
た
舗
装

に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
そ
の
た

め
に
は
過
疎
債
を
使
用
す
る
こ
と
を

考
え
て
お
り
ま
す
。
財
源
を
確
保
し

な
が
ら
各
地
区
の
道
路
現
状
を
見
な

が
ら
順
次
順
番
を
決
め
て
工
事
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
前
回
、
避
難
所
の
開
設
訓
練

問産
業
建
設
課
長

問

に
つ
い
て
、
今
後
町
民
と
町
職
員

が
一
緒
に
実
施
す
る
よ
う
な
訓
練

計
画
を
進
め
て
行
き
た
い
と
の
ご

回
答
で
し
た
。
令
和
８
年
度
に
避

難
所
開
設
訓
練
を
総
合
セ
ン
タ
ー

で
、
実
際
の
災
害
を
想
定
し
て
町

民
参
加
の
実
施
計
画
の
お
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

ま
ず
、
総
合
セ
ン
タ

ー
で
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
の
組
み
立

て
や
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
の
訓
練

を
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、

総
合
セ
ン
タ
ー
で
実
際
の
災
害
を

想
定
し
て
、
職
員
、
地
区
、
住
民

参
加
で
避
難
所
開
設
訓
練
の
計
画

を
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
民
課
長

安
全
性
の
街
灯
設
置
は

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は

町
道
の
修
繕
工
事
は

避
難
所
開
設
訓
練
は

小
池
議
員
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り
よ
い
事
業
化
が
で
き
ま
す
よ
う

要
望
い
た
し
ま
す
。

　
　
最
近
、
高
齢
者
の
終
活
の
在

り
方
に
関
す
る
報
道
等
が
増
え
て

き
ま
し
た
、
実
は
私
が
民
生
委
員

在
職
中
に
も
、
高
齢
の
独
居
者
や
、

老
老
世
帯
か
ら
終
活
の
在
り
方
の

相
談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
、
高

齢
者
の
皆
さ
ん
が
老
後
の
身
の
処

し
方
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
実
態

を
垣
間
見
る
思
い
で
し
た
。
そ
こ

で
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣

れ
た
小
海
町
で
、
人
生
の
最
後
ま

で
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
終
身

サ
ポ
ー
ト
事
業
が
展
開
で
き
な
い

か
と
、
長
野
県
内
で
社
会
福
祉
協

議
会
が
行
っ
て
い
る
終
身
サ
ポ
ー

ト
事
業
を
事
業
化
し
て
い
る
自
治

体
の
事
例
を
検
索
し
た
と
こ
ろ
、

問

　
町
で
は
、
子
育
て
支
援
、
定
住

促
進
、
地
域
活
性
化
な
ど
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
が
、
長
年
町
の
た

め
に
尽
力
さ
れ
た
高
齢
者
が
、
小

海
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感

出
来
る
、
終
身
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

ぜ
ひ
前
向
き
に
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
思
い
ま
す
が
、
町
の
所
見

を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

小
海
町
で
も
、
身
寄

り
が
近
く
に
お
ら
ず
、
生
活
支
援

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
お
ら
れ

る
現
状
は
あ
る
程
度
把
握
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
終
活
支
援
事
業
を

8
年
度
に
お
い
て
、
町
の
社
会
福

祉
協
議
会
を
通
じ
て
開
始
す
る
予

定
で
す
。

　

他
町
村
の
事
例
を
研
究
し
、
小

海
町
に
沿
っ
た
よ
り
良
い
サ
ー
ビ

ス
を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
　
　
　
　

私
が
提
案
し
ま
し
た

終
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
町
で

は
事
業
化
に
む
け
て
前
向
き
に
検

討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
課

長
答
弁
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、

先
進
先
行
の
事
例
を
参
考
に
、
よ

町
民
課
長

小
諸
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ

て
い
る
高
齢
者
支
援
事
業
が
秀
逸

だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
の
定
義
づ
け
は
、
入

院
、
入
所
の
時
に
保
証
人
が
い
な

い
、
自
分
に
何
か
あ
っ
た
時
誰
が

片
付
け
て
く
れ
る
か
、
皆
さ
ん
が

住
み
慣
れ
た
小
諸
市
で
人
生
の
最

後
ま
で
安
心
し
て
、
生
活
が
で
き

る
よ
う
お
手
伝
い
し
ま
す
と
い
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
設
定
さ
れ
て
い
る
、
付
加
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
主
な
内
容
に
つ
い
て

は
、
日
常
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
の
他
、

身
元
保
証
、
葬
儀
の
手
配
、
遺
品

整
理
等
の
立
会
い
、
日
常
的
な
金

銭
管
理
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

答

高齢者終身サポート事業について

町民課長　町の社会福祉協議会を通じて高齢者の終活支援事業を開始予定

菊
き く ち

池　一
か ず み

巳議員

菊
池
議
員
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対
策
、
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
な
ど
に

頼
み
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、
常

時
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
、

こ
ん
な
取
り
組
み
を
行
い
つ
つ
住

宅
需
要
を
考
え
た
ら
、
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
住
宅
建
設
の
前
に
、
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
は
行
わ
れ
た

の
か
。

　
　
　
　
　

調
査
は
行
っ
て
き
た
。

３
～
４
名
の
入
居
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
補
助
を
使
っ
た
住
宅
整
備

も
一
案
で
あ
る
。
参
考
に
し
た
い
。

　
　
入
居
者
を
ど
の
よ
う
に
ケ
ア

す
る
の
か
、
そ
の
手
配
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

福
祉
事
業
者
に
委
託
、

訪
問
介
護
や
医
療
的
な
サ
ポ
ー
ト

も
想
定
。

　
　     

（
ケ
ア
を
担
う
）
人
材

不
足
は
否
め
な
い
。
新
し
い
制
度

を
作
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
小
海
分
院
へ
の
支
援
は
。

町
民
課
長

問

町
民
課
長

町
民
課
長

渡
辺
議
員

問

　
　
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
今
後

に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
構
想
を
描

い
て
い
る
か
。

　
　
　

こ
の
地
域
の
伝
統
を
守
る
、

途
絶
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
考

え
で
す
。
近
隣
の
町
村
と
も
協
力

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
つ
も
り
で

す
。
老
朽
化
に
伴
う
冷
凍
機
の
更

新
で
は
、
エ
ン
ジ
ン
式
の
改
修
、

新
設
が
不
可
能
と
な
っ
て
お
り
、

電
気
式
の
更
新
を
3
年
間
で
行
う

予
定
で
す
。
併
せ
て
太
陽
光
電
池

設
備
と
蓄
電
池
を
整
備
し
、
増
加

が
見
込
ま
れ
る
管
理
費
の
削
減
を

図
る
予
定
で
す
。
更
新
に
は
大
変

な
お
金
が
か
か
る
わ
け
で
す
が
、

問町
長

補
助
金
の
活
用
、
過
疎
債
等
の
有

利
な
起
債
を
財
源
と
し
、
有
効
な

整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
建

設
か
ら
30
年
が
経
過
し
、
リ
ン
ク

外
構
等
に
お
い
て
も
経
年
劣
化
が

進
ん
で
お
り
、
必
要
な
老
朽
箇
所

の
適
切
な
修
繕
を
進
め
、
通
年
利

用
を
見
据
え
た
中
で
運
営
を
工
夫

し
、
経
費
削
減
を
図
り
な
が
ら
運

営
し
て
参
り
た
い
。

　
　
6
年
度
の
赤
字
は
５
０
０
０

万
円
を
超
え
ま
し
た
。
長
期
振
興

計
画
で
の
数
字
で
は
（
3
年
間

で
）
３
億
３
千
万
円
。
こ
れ
だ
け

の
大
金
を
か
け
て
、
利
用
者
の
見

込
み
は
。

問

　　
　

    　

  

一
般
利
用
の
増

加
は
見
込
め
ま
せ
ん
が
、
ス
ケ
ー

ト
ク
ラ
ブ
員
、
小
中
学
校
、
若
干

増
え
る
要
素
も
あ
り
ま
す
の
で
、

底
辺
の
拡
大
の
普
及
で
利
用
者
拡

大
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
　
　　

子
ど
も
た
ち
に
負
の

遺
産
を
残
す
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

う
、
町
民
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し

た
中
で
し
っ
か
り
と
計
画
を
立
て

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
八
峰
温
泉
も
7
年
度
は
４
６

０
０
万
を
超
え
る
赤
字
と
な
っ
て

お
り
、
過
去
最
高
の
入
場
者
数
だ

が
、
入
場
者
数
が
増
え
れ
ば
赤
字

も
増
え
る
構
造
的
な
問
題
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　　
　

    　

  

光
熱
費
の
高
騰
、

レ
ス
ト
ラ
ン
の
食
材
費
の
高
騰
、

人
材
不
足
の
中
で
町
職
員
3
名
の

派
遣
、
職
員
人
件
費
の
改
定
が
温

泉
運
営
を
圧
迫
し
て
お
り
ま
す
。

ポ
ン
プ
の
故
障
と
か
、
赤
字
幅
は

増
え
て
く
る
が
、
町
民
の
福
祉
を

考
え
る
と
継
続
で
き
る
よ
う
に
考

え
て
い
き
た
い
。

的
埜
議
員

問産
業
建
設
課
長

　
　

民
間
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必

要
で
は
な
い
か
。
指
定
管
理
な
り
、

民
間
に
任
せ
て
い
く
考
え
は
。

　
　
　

赤
字
幅
の
原
因
と
い
う
事

に
な
れ
ば
、
そ
こ
の
辺
も
視
野
に

入
れ
た
中
で
検
討
は
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　

一
般
会
計
よ
り
、
特
別
会
計

の
方
が
赤
字
の
原
因
が
分
か
り
や

す
い
と
思
う
が
。

　
　
　

検
討
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問町
長

町
長

問

答

温泉に民間の経営ノウハウが必要ではない
か
町長　検討はしていきたい。

的
ま と の

埜　美
み か こ

香子議員

生
涯
学
習
課
長

問

八峰の湯
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増
額
し
ま
す
。

　
　
社
協
の
赤
字
対
策
は
。

　
　
　

居
宅
サ
ー
ビ
ス
か
ら
施
設

へ
の
移
行
が
顕
著
で
負
担
が
増
し

て
い
る
。
人
手
不
足
も
あ
る
が
各

事
業
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
対

処
す
る
。

総
務
課
長

問町
長

　
　
立
科
町
で
は
、
町
営
住
宅
の

建
設
で
、
７
割
の
木
材
を
町
有
林

か
ら
調
達
、
地
元
製
材
所
に
加
工

を
委
託
、
設
計
は
コ
ン
ペ
方
式
で
、

木
造
建
築
に
詳
し
い
業
者
を
県
木

材
協
同
組
合
に
相
談
、
紹
介
さ
れ

た
６
社
か
ら
選
出
。
選
出
理
由
は

芯
去
材
と
い
う
構
造
材
を
用
い
る

こ
と
を
評
価
、
強
度
の
向
上
と
耐

久
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

発
注
方
式
は
、
材
料
提
供
と
工
事

を
別
々
に
発
注
す
る
と
い
う
新
し

い
方
式
で
あ
る
。
小
海
版
福
祉
住

宅
で
は
、
こ
の
よ
う
な
配
慮
は
な

さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

配
慮
の
あ
る
よ
う
に
や
っ

問町
長

対
策
、
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
な
ど
に

頼
み
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、
常

時
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
、

こ
ん
な
取
り
組
み
を
行
い
つ
つ
住

宅
需
要
を
考
え
た
ら
、
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
住
宅
建
設
の
前
に
、
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
は
行
わ
れ
た

の
か
。

　
　
　
　
　

調
査
は
行
っ
て
き
た
。

３
～
４
名
の
入
居
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
補
助
を
使
っ
た
住
宅
整
備

も
一
案
で
あ
る
。
参
考
に
し
た
い
。

　
　
入
居
者
を
ど
の
よ
う
に
ケ
ア

す
る
の
か
、
そ
の
手
配
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

福
祉
事
業
者
に
委
託
、

訪
問
介
護
や
医
療
的
な
サ
ポ
ー
ト

も
想
定
。

　
　     

（
ケ
ア
を
担
う
）
人
材

不
足
は
否
め
な
い
。
新
し
い
制
度

を
作
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
小
海
分
院
へ
の
支
援
は
。

町
民
課
長

問

町
民
課
長

町
民
課
長

渡
辺
議
員

問

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
計
画

に
、
何
を
配
慮
す
れ
ば
い
い
ん
で

す
か
。

　
　
　
　
　
高
齢
者
と
児
童
が
共

に
暮
ら
す
よ
う
な
住
宅
建
設
が
先

進
的
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
先
進
と
言
わ
れ
る
取

り
組
み
を
計
画
に
織
り
込
ん
で
欲

し
い
。

　
　
県
に
障
が
い
者
向
け
住
宅
建

設
に
補
助
の
有
無
を
尋
ね
た
ら
、

地
域
優
良
賃
貸
住
宅
制
度
が
紹
介

さ
れ
、
施
設
整
備
の
前
に
、
障
が

い
者
の
悩
み
事
を
汲
み
上
げ
、
地

元
の
ア
パ
ー
ト
経
営
者
や
空
き
家

渡
辺
議
員

問

問

答

福祉住宅には地元木材などの活用に配慮
を

渡
わたな べ

辺　均
ひとし

議員

町長　町民に配慮してます

地元木材活用の立科町営住宅

小
海
分
院
と
社
協
に
つ
い
て
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教
育
長

　
　
外
国
人
住
民
と
の
共
生
に
つ

い
て
は
。

　
　
　
　
　

外
国
人
住
民
と
地
域

住
民
が
お
互
い
に
交
流
で
き
る
社

会
が
で
き
る
よ
う
取
組
を
進
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
い
か
な
る
差
別
も
許
さ
な
い

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　
　

   

差
別
的
な
問
題
は
あ
っ
て

問

は
な
ら
な
い
、
私
も
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

　
　
中
堅
の
職
員
の
退
職
が
相
次

い
で
い
る
。
ど
う
捉
え
、
ど
う
対

策
す
る
の
か
。

　
　
　
後
押
し
し
て
や
る
と
い
う

覚
悟
で
送
り
出
し
て
や
り
ま
し
た
。

多
分
後
悔
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

個
人
の
考
え
を
尊
重
す
る
と
、
そ

う
い
っ
た
部
分
も
生
じ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り

に
私
自
身
邁
進
し
て
い
か
な
き
ゃ

い
け
な
い
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

問　
　
在
宅
育
児
世
帯
応
援
事
業
で

は
、
み
て
く
れ
る
祖
父
母
が
い
て

も1

人
２
万
円
支
給
。
一
方
働
か

ざ
る
を
得
な
い
親
は
保
育
料
を
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
不
平

等
で
は
な
い
か
。
保
育
料
も
完
全

に
無
償
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

方
向
的
に
は
そ
っ
ち
に
向

か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
デ
リ
ケ
ー
ト
な
部
分
、

慎
重
に
見
極
め
な
が
ら
支
援
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

　
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
促
進
に
つ
い
て
は
。

　
　

    　

 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
促
進

補
助
金
を
通
じ
て
積
極
的
に
支
援

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
地
域
資
源

を
有
効
に
活
用
し
た
多
様
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
調

査
研
究
を
行
い
な
が
ら
、
脱
炭
素

社
会
の
実
現
と
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

篠
原
議
員

町
長

問総
務
課
長

篠
原
議
員

　
　
給
食
を
食
べ
ら
れ
な
い
児
童
、

小
海
小
以
外
に
通
う
児
童
へ
の
対

応
は
。

　
　
　
　

過
去
の
経
過
ま
た
近
隣

の
町
村
の
動
向
を
し
っ
か
り
注
視

し
て
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
。

　
　
　
　
　

国
県
か
ら
の
支
援
４

２
０
万
ず
つ
分
の
一
般
財
源
が
浮

く
。
先
生
方
の
給
食
費
も
無
償
に
、

デ
ザ
ー
ト
を
増
や
す
、
地
元
の
お

米
に
す
る
取
組
な
ど
、
色
々
と
積

極
的
に
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

問

問

答

保育料完全無償化は

町長　財源等々十分に考慮した中ですすめていきたい

渡
わたな べ

邊　晃
あ き こ

子議員

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

に
つ
い
て  

ー
中
身
は
ほ
ぼ
長
期

振
興
計
画
つ
ま
り
町
の
基
本
方
針

と
い
う
認
識
か
ら
ー

問

問

総
務
課
長

町
長

渡
邊
議
員

町
長

国
の
小
学
校
給
食
費
無
償
化
　

町
の
考
え
は

2月26日に開催した多文化共生研修の様子



　令和７年７月より、総務産業常任委員会及び民生文教
常任委員会では、下記のテーマに基づき所管事務調査を
行ってきました。この度調査結果がまとまりましたので、
定例会最終日の３月18日に町長へ提言書を提出いたし
ました。

Ⅰ
．
テ
ー
マ

①
総
務
産
業
常
任
委
員
会

「
森
林
資
源
の
持
続
的
な
保
全
・
活

用
と
地
域
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
」

②
民
生
文
教
常
任
委
員

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
と

相
談
支
援
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
」

Ⅱ
．
提
言
内
容

①
総
務
産
業
常
任
委
員
会

１.

林
業
事
業
者
の
意
欲
向
上
と
事
業
継

続
を
支
え
る
仕
組
み
の
構
築

　小
規
模
事
業
者
が
参
画
で
き
る
町
有

林
の
活
用
や
緩
衝
帯
整
備
等
を
確
保

し
、
地
域
に
お
け
る
役
割
を
明
確
化
し

た
事
業
参
画
の
仕
組
み
を
検
討
し
、
担

い
手
の
確
保
・
育
成
と
持
続
可
能
な
森

林
管
理
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。

２.

林
業
経
営
を
支
え
る
林
道
・
作
業
道

の
計
画
的
な
整
備
促
進

　効
率
的
か
つ
安
全
な
森
林
施
業
を
推

進
す
る
た
め
、
林
業
経
営
に
適
し
た
箇

所
を
優
先
し
、
林
道
お
よ
び
作
業
道
の

整
備
を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
。

３.

再
造
林
へ
の
支
援
強
化
に
よ
る
森
林

資
源
循
環
の
確
立

　森
林
所
有
者
の
負
担
軽
減
や
事
業
体

確
保
に
向
け
た
支
援
を
強
化
し
、
主
伐

後
の
再
造
林
を
確
実
に
履
行
さ
せ
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
。

４.

森
林
環
境
譲
与
税
の
効
果
的
な
活
用

　再
造
林
支
援
、
人
材
育
成
、
地
域
材

利
用
の
促
進
等
に
積
極
的
か
つ
効
果
的

に
活
用
し
、
特
に
放
置
森
林
の
抑
制
に

向
け
た
整
備
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
。

５.

地
元
産
木
材
の
利
用
拡
大
と
情
報
発

信
の
強
化

　公
共
建
築
物
へ
の
地
元
産
材
の
優
先

利
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
林
業
の

意
義
に
つ
い
て
町
民
へ
の
広
報
を
強
化

し
、
町
全
体
で
森
林
を
育
て
る
意
識
の

醸
成
を
図
る
こ
と
。

２.

民
生
文
教
常
任
委
員
会

１.
専
門
職
の
確
保
と
広
域
連
携
に
よ
る

相
談
体
制
の
強
化

　保
護
者
・
児
童
、
さ
ら
に
保
育
所
・

学
校
職
員
が
常
時
安
心
し
て
相
談
で
き

る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。
特
に
専
門

職
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
南
部
5
か
町

村
や
佐
久
穂
町
と
の
広
域
連
携
、
県
や

広
域
連
合
の
支
援
を
最
大
限
に
活
用
す

る
こ
と
。

２.

関
係
機
関
の
情
報
共
有
と
連
携
の
緊

密
化　保

健
・
福
祉
・
教
育
等
の
各
部
署
お

よ
び
外
部
機
関
が
迅
速
に
情
報
を
共
有

で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
早

期
発
見
か
ら
継
続
的
な
支
援
へ
と
つ
な

げ
る
包
括
的
な
支
援
体
制
を
確
立
す
る

こ
と
。

３.

再
既
存
制
度
の
周
知
と
円
滑
な
情
報

提
供
の
推
進

　各
種
支
援
制
度
や
補
助
事
業
に
つ
い

て
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
等
の
活
用
を
含

め
、
町
民
が
必
要
な
時
に
迅
速
か
つ
分

か
り
や
す
く
た
ど
り
着
け
る
よ
う
広
報

を
工
夫
す
る
こ
と
。

４.

先
進
事
例
の
調
査
に
基
づ
く
「
後
発

メ
リ
ッ
ト
」
の
最
大
活
用

　全
国
で
約
７
割
の
自
治
体
が
設
置
済

み
で
あ
る
現
状
を
活
か
し
、
先
行
事
例

の
成
功
と
失
敗
を
徹
底
的
に
分
析
す
る

こ
と
で
、
本
町
に
と
っ
て
最
も
効
率
的

か
つ
効
果
的
な
運
営
モ
デ
ル
を
構
築
す

る
こ
と
。

町へ提言書を提出しました。

詳細はホームページをご覧ください。
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編  

集  

後  

記

　

令
和
８
年
度
第
１
回
定
例
会
が
、
終
わ

り
ま
し
た
。
今
回
は
、
新
年
度
の
土
台
と

な
る
骨
格
予
算
を
中
心
に
審
議
し
ま
し
た
。

　

町
の
暮
ら
し
を
支
え
る
事
業
を
、
途
切

れ
な
く
進
め
て
い
く
た
め
の
大
切
な
予
算

で
す
。

　

物
価
の
高
止
ま
り
が
続
き
、
日
々
の
生

活
に
不
安
を
感
じ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
中
東
情
勢
な
ど
世
界
の
動

き
が
不
安
定
な
中
で
、
地
域
の
暮
ら
し
を

ど
う
守
る
か
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
、
町
民
の
皆
様
の
生
活

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
の
判
断

を
丁
寧
に
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
が
、
町
政
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
く
小
さ
な
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

　
　
　

（
編
集
委
員
長　

鷹
野　

文
則
）

　
　
　
　
　

編
集
責
任
者　

篠
原　

哲
雄

　
　
　
　
　

編
集
委
員
長　

鷹
野　

文
則

編

集

委

員　

渡
辺　
　

均

　
　
　
　
　

編

集

委

員　

的
埜
美
香
子

　
　
　
　
　

編

集

委

員　

菊
池　

一
巳

議会基本条例策定
特別委員会設置

議会基本条例策定特別委員会は3月定例
会で設置されました。
町の議会運営の活性化、開かれた議会の
推進、議会と住民との関係強化などを目
的とした「議会基本条例」を策定するた
め、研究及び検討してまいります。

議会改革特別委員会は3月定例会で設置
されました。
次世代のなり手確保を見据えた適切な議
員報酬のあり方、効果的な議論を可能に
する最適な議員定数について検討を行っ
てまいります。
また、住民との対話機会の拡充や議会情
報の積極的な発信など、町民の皆様に
とって議会がより身近になるよう研究し
てまいります。

議会改革
特別委員会設置

町の議会をより身近に感じて
いただける機会でもあります
ので是非ご覧ください。

議会映像配信
（YouTube配信）

令和６年12月定例会から一般質問の録画を
You Tubeでご覧いただけます。
令和7年第4回定例会の視聴数は185回、
令和8年第1回定例会の視聴数は128回です。
（令和8年4月現在）

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか 　今
回
の
議
会
だ
よ
り
の

表
紙
に
採
用
し
た
の
は
、

小
海
小
学
校
4
年
生
の
生

徒
の
方
が
撮
影
し
た
も
の

で
す
。

　私
た
ち
が
小
海
町
の
未

来
を
担
う
子
供
た
ち
へ
残

し
て
い
き
た
い
風
景
で
す
。

　次
号
以
降
も
、
子
供
た

ち
が
撮
っ
た
季
節
に
合
う
写

真
を
載
せ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
読
者
の
皆
様

に
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

表
紙
の
写
真

表
紙
の
写
真

「松原湖のアヒル」
撮影：小海小学校４年生（令和7年度）松井尊路さん


